別記様式第１号

地域と調和した畜産環境確立事業実施計画承認申請書

番　　　号　
年　　月　　日　


　　群馬県知事　山本　一太　様
   （○○農業事務所長）    
                  　　   
　市　町　村　長　　氏　　　名

                                                      県域団体にあっては
                                                       　所在地
                                                       　団体名
                                                       　代表者
 

　令和６年度において、下記のとおり地域と調和した畜産環境確立事業を実施したいので、地域と調和した畜産環境確立事業実施要領第３に基づき申請します。

記

１　総括表（別添様式）
[bookmark: _Hlk161257931]２　実施計画（事項毎に次に掲げる様式とする。）
・畜産経営環境周辺整備支援　・・・様式１－①
・良質堆肥流通促進　　　　　・・・様式１－②
３　評価表（別記様式第４号）　・・・事項ごとに別葉とする。
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別添様式
令和６年度地域と調和した畜産環境確立事業実施計画総括表
                                                              　　　　　（　事　項　名　）
１　事業の目的


２　事業の内容　
	市町村名
	事業実施
主体名
	受　益
	事 業 内 容
（工種、施設区分、構　　造、規格、能力等）
	事業量
(面積又は台数等)
	単　価
	事業費
	負　　担　　区　　分
	備　　考

	
	
	戸数
	種目別面積・頭羽数
	
	
	
	
	県補助金
	市町村
補助金
	その他
(　　　   )
	

	
	








	
	
	
	
	        円

	　　　　円

	 　　　　円

	　 　　　円
	  　　 　円

	

	
	合　計
	
	
	
	
	        円
	 　　　 円
	   　　　円
	　　　円
	　　　円
	


３　事業着手及び完了予定年月日
　    着　手　　　　年　　月　　日
　　　完　了    　　年　　月　　日

４　添付資料
 (1)　事業実施主体の組合規約・定款等
 (2)　その他知事が特に必要と認める書類

　注：実績報告書に添付する時は、実施計画を実績に、完了予定年月日を完了年月日に読替える。
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様式１－②
良質堆肥流通促進実施計画
１　目的

２　畜種および飼養頭数

３　年間堆肥生産量

[bookmark: _Hlk161243809]４　事業の内容及び経費
（１）堆肥分析支援
市町村名：　　　　　　　　事業実施主体名：                          
	[bookmark: _Hlk161304358]氏名
	畜種
	住所
（生産事業所）
	分析項目
	特殊肥料生産者
届出
	備　考

	
	
	
	窒素全量
	ﾘﾝ酸
全量
	加里全量
	炭素窒素比
	亜鉛全量
	銅
全量
	石灰全量
	ｐH
	EC
	水分含有量
	クロピラリド含有量
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※1 分析を行う項目に○を記入する。 牛ふん堆肥は「クロピラリド含有量」の検査を必須とする。
[bookmark: _Hlk148453530]※2 「特殊肥料生産者届出」の欄は、「有」「無」を記入する。届出済の場合は備考欄に受理番号を記入する。
※3　同一農家で複数の検体を分析する場合は、住所欄の下段に括弧書きで生産事業所の所在地を記入する。
[bookmark: _GoBack]

（２）堆肥広域流通支援、堆肥散布作業受託支援
市町村名：　　　　　　　　　　事業実施主体名：　　　　　　　　　　

受益耕種農家等の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取組主体名：　　　　　　　　　　　）
	[bookmark: _Hlk161305510]区　分
	氏　名
	住　所
	受　　益　　農　　家
	距離
（km）
	備　考

	
	
	
	作　物　別　対　象　面　積 （ha）
	
	

	
	
	
	稲
	麦
	野　菜
	果　樹
	飼料作物
	
	計
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※1 対象面積は堆肥の流通、散布の対象となる面積を記入する。 
※2 「区分」欄は「堆肥広域流通支援」は１、「堆肥散布作業受託支援」は２と記入する。
※3 取組主体ごとに作成する。

（３）事項に要する経費の負担区分
	区　分
	数　量
	単　価
	事業費
	負　　担　　区　　分
	備　考

	
	
	
	
	県補助金
	市 町 村
補 助 金
	その他
	

	



	
	 　 円




	     円




	      円




	      円




	      円




	

	合　計
	
	
	
	
	
	
	



５　事業着手及び完了予定年月日
着　手　　　 年　　月　　日
完　了　　　　年　　月　　日


６　添付資料
(1) 取組の内容を証明する書類
ア　堆肥分析支援
事業内容の見積書、分析結果写し（実績書）
イ　堆肥広域流通支援、堆肥散布受託支援
　新規・拡大の取組であることがわかる書類（前年度実績と比較できる書類）
　領収証、契約書、その他作業の実績がわかる書類（実績書）
(２)　受益地域の位置図
記入事項
ア　事業実施主体及び取組主体の事務所
イ　受益農家の所在地（住居、畜舎、堆肥保管場所等）
ウ　堆肥広域流通支援については堆肥流通先、堆肥保管場所からの距離がわかるもの
エ　堆肥散布作業受託支援については作業を行う場所


別記様式第４号　
地域と調和した畜産環境確立事業評価表
（　事　項　名　）

	事 業 の 導 入 に よ り 期 待 さ れ る 効 果 及 び 目 標

	












	
	※事後評価の提出予定時期（　実績報告提出時　・　事業実施年度の１年後　・　その他 ）

	効果及び目標の達成状況
	自己評価及び改善事項等

	







	





	
	


県記入欄
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 注１）事項ごとに作成する。
 注２）事業実施計画書に添付するときは、「事業の導入により期待される効果及び目標」欄のみを記入する。
 注３）事後評価の提出予定時期について、該当するものを○で囲むこと。
 注４）事業完了時点もしくは事業を実施した翌々年度の4月20日までに、「効果及び目標の達成状況」及び「自己評価及び改善事項等」の欄に追記し報告する。
 注５）事業効果・目標については、できる限り具体的な数値を用いて記述すること。
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